
喫茶店

公共施設

銀座ルールを踏まえ、街並みに
適応させるため、銀座に元々あ
るペンシルビルの形状を継承す
る。ボリュームを中心に向けて
大きくすることで、周りへの圧
迫感を軽減し、ボリューム間の
隙間によって、通風を確保する。

延床面積と容積率を極力満たし
た上で、プログラムに応じてボ
リュームの形状を決定していく。
凹凸のある形状は銀座の街並み
を反映するだけでなく、場所の
多様性を作り出す。

ボリューム間を縫うようにスラ
ブを挿入することで、路地性を
持った立体的な空間を形成する。
狭くて高い空間や広くて低い空
間など、様々な場所が生まれ、
吹き抜けからは路地特有の光が
差し込む。

◆設計：プロセス◆分析：路地の歴史と類型◆分析：銀座の街と路地

◆分析：銀座の表と裏、裏同士

◆設計：ボリュームの組み合わせと「路地」◆設計：構成ダイアグラム

銀座六丁目の立体路地

一見華やかなイメージの銀座は、昔から「裏路地」によって支えられてきた。
これは、銀座特有の「路地」を再解釈して建築化することで、多様なプログラムや居場所をゆるやかに繋ぎ、
銀座の表と裏や裏同士を程よい距離感で共存させ、継続的に使っていくための仕組みの提案である。
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各ボリュームに、商業・公共・業務・設備の性質をもつプログラムをまとめて配置し、
それらを混在させて、スラブによる路地空間でゆるやかにつなぐ。

四角錐台形のビル型建築は SRC 造で、それを
鉄骨造のスラブで繋ぐ。SRC 造のビルは、強
度が十分にあり、かつ、側面にはフレキシブ
ルに開口部を開けることができる。開口部の
出窓は、ボリュームと路地空間の関係性を調
整し、さらに銀座の街並みの再解釈としてファ
サードの凹凸を表現する。

路地空間 �：屋外カフェスペース路地空間 �：内部セミパブリックスペース

立体的に交わる路地によって吹き抜けや溜まりの空間が生まれる。これらは、隣接するプロ
グラムの延長として活用することができ、銀座で働く人々や訪れる人々が交わる空間となる。

道路に面しているカフェからは街並みが一望でき、立体的
に交わる路地空間が人々に多様な居場所を提供する。
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銀座美術館
美術館には、銀座ならではの作品が展示される。
仕事や買い物の合間に、感性を高めることができ
る空間である。また、半屋外の路地空間には吹き
抜けを利用した展示もあり、人々は吹き抜けを通
して様々な角度から作品を鑑賞することができる。

多目的ホール
二層吹き抜けの多目的ホールは、講演会や企業の
発表会など様々な活動や作品を発表する場所とし
て使われる。建物内の企業だけでなく、一般にも
開放されている。

屋上レストラン
レストランには、四角錐台型のボリュームが重な
ることで生まれたテラスがあり、銀座の景色を眺
めながら食事をすることができる。

最上階に位置する展望台からは、銀座の街を一望できる。
夜には、大きな開口部が銀座の街を照らす。

銀座展望台

屋上庭園
展望台に隣接する屋上庭園は、ビ
ルが密集している銀座に不足して
いる緑や公共広場を提供する。

ボリューム同士をゆるやかに繋ぐ
路地空間は、隣接している各プロ
グラムの延長として、あるいは
人々が一息ついたり、他者と交流
する場所として使われる。

路地空間

銀座シアター

求心性のある二層吹き抜けのシアターでは、様々なジャン
ルの映画や演劇が上演される。隣接している路地空間は、
ホワイエや控室として使われる。

図書・資料館
図書・資料館は、観光客やここで働く人など、す
べての人に開放されている。路地空間にも本棚や
ベンチが設けられており、気軽に立ち寄りやすい。
路地を挟んで隣接する喫茶店のコーヒーを飲みな
がら読書することもできる。

銀座フォーラム
�・� 階に位置する銀座フォーラムは、地域住民の
集会など、日常的な活動に使われる場所である。

敷地に隣接している既存の建物か
らも行き来しやすいように、ブ
リッジで繋げる。こうすることで、
既存のビルとの関係性も新たに生
まれる。

ブリッジ・非常階段

◆断面パース

路地空間 �：地上階パブリックスペース

銀座特有の路地を建築化した空間。訪れる人々は、この路地空
間から中へと導かれる。地上階には、カフェやインフォメーショ
ンセンターといった公共性の高いプログラムが配置されている。

◆全体鳥瞰図

シェアオフィス

オフィス

アトリエ

喫茶店

教室

ホテル

ブックカフェ

レクチャー

パーティー

図書館

美術館

多目的ホール

資料室

展示

発表会

路地空間は
各プログラ
ムの中間領
域 と し て、
多様な居場
所 を 提 供
し、活動を
誘発する。

◆構造：SRC＋鉄骨造

重なることで 庇 が
で き、人 が 溜 ま れ
る場所になる

プライベート性の
高い空間

各プログラムが
延長し、混ざり
合う場所

重なることで生ま
れた 余 白 は セ ミ パ
ブリックな空間

◆設計：中間領域としての「路地」
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銀座六丁目の路地

本敷地は大通りから二本入った裏通りに位置する。大通りには、近年の
再開発によって華やかな商業施設が立ち並ぶ一方で、裏には今も多くの
路地が残っており、ひっそりと銀座の街や人を支えている。

現在、銀座の表と裏は断絶している。買い物客や観光客が裏通りを歩く
ことはあまりない。また、裏通りのビルはどれも閉じていて、横のつな
がりはなく、佇めたり一息つけたりする場所も少ない。

銀座の路地の歴史は、東海道の路面店の
裏に路地を張り巡らせて庶民の住宅需要
に応えた江戸時代に遡る。明暦の大火後、
表通りの背後に裏通りが敷かれ、さらに
明治時代に、表通りから裏通りへ、横丁
から横丁へと繋がる路地が敷かれた。
現在の路地は、放置自転車やゴミ箱が置
かれていて、通り抜けや喫煙にしか利用
されていない。しかし、路地は銀座特有
の魅力的な都市空間である。そこで、六
丁目に現存する路地の類型を抽出し、本
提案の設計に生かす。

本屋
オフィス

会議スペース

ブックカフェ

喫茶店

商業施設

● オフィス 

● 庁舎窓口

 

● 交番
 

● 銀座情報センター

● オフィス

● 交番窓口

● 銀座フォーラム
 

● シェアスタジオ受付

● オフィス

● オフィス受付

オフィス ●

倉庫 ●

オフィス ●

 

 

オフィス ●

オフィス
 
●

 

● 屋上レストラン

● オフィス

● 銀座街づくり会議

● シェアスタジオ

● 銀座街づくり会議受付

● 多目的ホール

● オフィス

● 喫茶店

● 銀座街づくり会議
 

● 美術館
 

● シェアスタジオ
 

● 防災センター
● 職業訓練施設

 

● FAB スタジオ

● レストラン

● 防災センター受付 

● シェアオフィス
 

● 交番 / 事務室
● コンビニ

● 塾 / 学習教室

● 劇場

● オフィス

 

 
 

● 食堂

 

● 塾 / 学習教室受付

● 喫茶店

● 書店

● 土産屋

銀座展望台 ●

WC ●

ホテルルーフバー ●

路地庭園 ●

ジム ●
EV ●

アスレチック広場 ●

宿泊部屋 ●

レストラン ●

美術館 ●

江戸前寿司屋 ●
銭湯 ●

割烹料理屋 ●

銭湯受付 ●

コンビニ ●

 
宿泊部屋 ●

 

喫茶店 ●

託児所
 
●

ブックカフェ

銀座の街ギャラリー ●

図書館 ●

 

銀座支援センター ●

宿泊部屋 ●

銀座の街ギャラリー ●

ホテルロビー ●

銀座の街ラウンジ ●

ホテル受付 ●

コインロッカー ●

喫茶店 ●
インフォメーションセンター ●

● 銀座の街ロビー

業務施設 設備インフラ

●●

休憩スペース●●

劇場ロビー ●●

路地ギャラリー ●●

 アートワークショップスペース●●

企業の発表スペース ●●


